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食事です。
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21日の
食事です。

第1995回例会

会長挨拶
　薫風若葉の香りを運ぶ風が爽やか
で心地よい季節です。6月は山形名
産サクランボのシーズンに入り、皆
さんの係わりのある全国大会クラス
のイベントにふさわしい時機であり
ます。それにつけても何となく不順
な寒暖の日々が続いたため実りの具
合、収穫にいささか不安を感じてい

ますが、豊作を願うところです。
　さて、我々経営者は、究極的には、永続企業をめざし
ています。だからこそ、自己資本の充実をはかり、不易
流行を常に念頭にして、時流に乗って、日々経営に当
たっているわけだと思います。本日は、ロータリーの
「新世代奉仕」に即した後継者育成を学ぶシリーズとし

て江戸時代から続く14代目（株）大坂屋の青山治右衛
門会員から、その神髄を過去の教えなどをまじえて語っ
て戴きます。
　平成14年12月に当時の職業奉仕委員会が編さんした
「社是・社訓集」（冊子）の中で、その一端が披露され
ていますが、さらに詳しく教えていただきます。期待し
ております。
　5月18日（土）に米沢上杉ロータリークラブ創立50
周年記念式典に参列した折、上杉家の第17代当主上杉
邦憲氏が来賓出席しておられ、歴史の重みと老舗の尊さ
なるものをつくづく感じて参りました。大変意義のある
体験だったと思います。
　本日は、ご出席ありがとうございました。

2013-５／ 21（火）天気（晴れ）

1.　来週28日は移動例会で上山市の斎藤茂吉記念館で11時
30分集合となっております。出席の方は、駐車場に車を
止めて頂いて会館の中へお入りください。私が集合場所へ
ご案内いたします。

2.　６月4日㈫は、委員会引継フォーラムとなっております。
各委員会６名の大委員長より次年度への引継事項の報告を
いただくことになっております。大委員長６名の方、宜しく
お願いいたします。

3.　６月11日㈫は、午前６時30分から土田親睦活動委員長の
お寺久昌寺で座禅例会となっております。朝のさわやかな
時間に座禅で心を清め、新たな気持ちで仕事に打ち込みたい
と存じます。また、おいしい朝粥をいただいて一日の活力も
頂戴したいと思います。6月3日までの出席確認となって
おります。大勢の方参加お願いいたします。また、11日の
午後6時30分から七日町ワシントンホテルで第5回クラブ協
議会を開催いたします。川合年度最後のクラブ協議会となり
ます。理事・役員、各大委員長、小委員長の方は全員出席の
上、今年度の報告宜しくお願いいたします。以上

幹 事 報 告 金田　亮一 幹事

― 繁栄する継続企業を目指す永遠のテーマは ―

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：伊勢　和正 君
点　鐘：PM12：30　川合　賢助 会長 ロータリーソング：「我等の生業」 

　ニコニコBOX　伊藤　　誠 君
青山治右衛門 君 私の話を聞いてあげる会を催して頂くことになり光

栄です。
宮舘　順治 君 無理を言いまして青山さんにお願いし、快く引き受

けて頂きました。
鈴木　政康 君 会報に娘の写真を載せて頂きありがとうございま

す。
川合　賢助 君 青山さんの卓話をずっと楽しみにしておりました。

委員会報告
次年度幹事  菊池賀治君

5/23（木）18:30よりワシントンホテル 9F ガスライトにて
次年度の合同委員会を開催します。



本日出席・前回修正出席
出席率100％ありがとうございました。引き続きご協力お願いします！

会員総数
本　　日

前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

５ ２ 名

５ 2 名

３ ９ 名

４ ５ 名 1 0 0 ％４ ５ 名

他クラブで
メークアップ
された会員

太田幸一郎君 今日の つぶ きやつぶ きやつぶ きや

（米沢上杉）川合　賢助　　松田　勝彦　　金田　亮一
（山　　形）太田幸一郎　　阿部　浩一　　木村　政則　　阿部　　薫
（山 形 西）大久保章宏　　出山　和彦　　阿部　浩一　　木村　政則
　　　　　　武田　秀則

ダイエットしてる
はずなんですが
何故か体重が増
えているんです

青　山　治右衛門 君

　今、次世代へ語り継ぐ事という題名ですが、最初に現在までの大
坂屋青山治右衛門の歩みをお話させていただきます。
先ず大坂屋という名前の由来ですが、ご承知のように山形は昔から
関西との交易があり、又、最上義光の息子の時代お家騒動により最
上家改易のあとは江戸幕府の大名流刑地の土地の様になり、次々と
大名が変った為、お上に頼れないという気風が自然と生まれ独立自
存の土地柄になり、商人の町になったと聞いております。
　そのため、関西からいろんな品物が山形に北前舟で持ち込まれ、
一緒に例えば近江から、江州からと各お店の出店が十日町の目抜き
道路に軒を連ねた話でございます。
　そんな事で当大坂屋もあるいは大阪からの流れ者かも知れません
が総本家が死に絶えてルーツは解りません。
　ただ、大坂屋の坂は、コザト篇ではなく土篇ですが、現在の大阪に逢
坂町があり、その辺が先祖の出身地なのかなとも思っております。
　享保12年1717年、総々家（青山喜左衛門）から霞ヶ城三ノ丸の
東横町口（現在の山形郵便本局）に初代青山治右衛門として総家した
のが始まりとなっております。
　商う商品は、漢方薬をメインに和紙、一部紅花と時代の変遷に伴
い商いの内容は違え、山形商人として地元のお客様に可愛がられ小
生十四代青山治右衛門まで続ける事が出来ました。
　最上家の街造りの基々は三ノ丸の外側（三ノ丸の内側はお侍衆＝
家中衆）の東西南北の出口に薬屋を設けた（その後11ヶ所になっ
た）といわれ東口が当大坂屋に当り、創業当初より約二百七拾年間
商売を続けましたが、明治廿七年の山形南大火により焼失してしま
い皿地になった所、時の明治政府より山形の中心地に郵便局を設置
する為土地売却に協力、敷地の３／４（約1,000坪）を提供、残り350
坪の敷地で漢方薬を小分けして販売する容器の製造に業務転換し、
現在も引き続いてパッケージの企画製造販売と続いております。
　ただ昭和51年郵便事業の高度化による郵便番号の導入による自動
選別機の設置の為、郵政局からの要望により再度敷地を売却、工場
は青田地区へ、自宅は南原地区に移って現在に至っております。
　先祖伝来の土地でしたので、売却には心理的に若干抵抗がありま
したが、時代の流れ（例えば一方通行、大型トラックの乗り入れ禁
止等々）もあり、又、たまたま青山(セイザン)ですので、“人生到る
処青山あり”の気持ちで十日町から移って来た経緯がございます。
　大坂屋の今迄の足跡はいろんな文献とか形として残っておる物も
あります。
例えば、安政伝宝の“湯殿山道中略図”や“東商人鑑”とか五代治
右衛門治綱が北前舟の航海の安全を祈願した庄内善宝寺奥の院にあ
る六尺の赤銅の燈籠とか、大泊住吉神社に親戚一同で寄贈した一対
の高さ６メートルの石燈籠等々各地にいろいろ残っております。
秋元家の時代には、秋元藩が上州館林へのお国替えの時、秋元藩の
山田家の奥様山田音羽子さんが書いた山形から舘林までの道中記

“お国替絵巻”の中で、当時の大坂屋から何回もお見舞いや送別の
宴を千歳山で開催してもらった事などが克明に書かれております。
お正月の松の内まで代々当家では“お得意繁昌”の軸物をかかげて
おります。
“商売繁昌”ではなくお得意様のご繁昌を祈願しておった意味があ
るのでないかと思っています。
　又、家訓として“永代條目”が残っており、内容は現在に通じる
ものが多数書かれております。
　例えば、“木綿(鼠染め)の着物を着なさい”とか、“三代目で没落す
るのは”とか、“品物は吟味し、なるべく安く売りなさい”とか、“目先
の大きな利益をねらうのではなく毎日の少々の儲けを考えろ”とか、
“偉ぶるな”等々、今でも立派に通じると思います。
　いろんな意味で私まで14代続いてこられたのも偏に、先祖のお
陰、仕入先、お客様、社員、又、世間様のお陰と肝に銘じて感じて
おる次第でございます。グローバルな時代だからとか倫理観の無い
時代（誰も見ていないから…、自分だけよければ…、法に触れない
から…等）になったと言われますが、どんな時代でも時代に合わせ
て変わるべきものと、又、絶対変えてはならないものがあるのでは
ないかと考えております。
　次の世代にも、今、お話ししました事を含めて、七日町の大通り
をお天道様に向かって頭を上げて真直ぐに歩けるような生き方をや
ろうと話しております。
　経営理念にも“信用を大切に、顧客満足度120％を目指そう”と
掲げてありますが、今後も人と人との繋がり、自分よりお他人様を
大切にするという家風、社風を堅持する事が企業の永続に繋がるの
ではないでしょうか。
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会員卓話




